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絶縁型デジタル出力ボード

PO-32L(PC)V
¥28,350 (本体価格 ¥27,000)

この製品は、絶縁型デジタル出力を行う、PC/ATおよびそ

の互換機用のインターフェイスボードです。このボード

は、パソコン本体またはI/O拡張ユニットのISAバス拡張

スロットに実装して使用し、これ1枚で最大32点出力する

ことができます。

特長
・フォトカプラによる絶縁入出力で耐ノイズ性が向上して

います。

・8点を1グループとして4グループ、32点のデジタル信号

が出力できます。

・出力定格は、1点当たり最大DC35V、100mAの大容量に設

計されています。

機能
このボードは、最大32点のデジタル信号を、8点単位で構

成されるグループで外部装置に書き出します。パソコンか

らのこのボードに対するアクセスは、任意に設定できる4

つの出力ポートを介して行います。OUT命令の実行によっ

て出力ポートにデータを書き出すと、その出力ポートに該

当するラッチ回路にデータが保持されます。そして、デジ

タル信号はフォトカプラにより電気的に絶縁された後、ト

ランジスタを通じて、接続されている外部装置にグループ

単位で送出されます。このとき、外部装置に送出される信

号は負論理となります。また、ラッチ回路上のデータは、

再度OUT命令が実行されるまでその状態が保持されます。

仕様

仕　様

　出力形式 　フォトカプラ絶縁による電流シンクタイプ出力(負論理)

　定格 　出力耐圧 　最大　DC35V

　出力電流 　最大　100mA(1点当たり)

　出力信号の点数 　32点 (16点単位で1コモン)

　応答時間 　1msec以内

　I/Oアドレス 　8ビット×4ポート占有

　外部回路電源 　DC12V～24V(±15%)

　消費電流 　DC5V　50mA(Max.)

　使用条件 　0～50℃、20～90%(ただし、結露しないこと)

　信号延長可能距離 　50m程度(配線環境による)

　外形寸法(mm) 　163.0(L)×122.0(H)

　ボード本体の質量 　120g

項　目
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商品構成
・PO-32L(PC)Vボード…1

・解説書…1

・登録カード＆保証書…1

・登録カード返送用封筒…1

・Question用紙…1

アクセサリ
■アクセサリ(別売)

・圧着端子用端子台(M3) :DTP-3(PC)

・導線用端子台 :DTP-4(PC)

・デジタル入出力用信号モニタアクセサリ

:CM-32(PC)E *1

・デジタル入出力用信号モニタアクセサリ:CM-32(PC)

・中継端子台ターミナルユニット :EPD-37A *1

・中継端子台ターミナルユニット :EPD-37 *1

*1 オプションケーブルPCB37PまたはPCB37PSが別途必要

ケーブル・コネクタ
■ケーブル(別売)

37ピンD-SUB用両端コネクタ付きフラットケーブル

: PCB37P-* (1.5m, 3m, 5m)

37ピンD-SUB用両端コネクタ付きシールドケーブル

: PCB37PS-*P (0.5m, 1.5m, 3m, 5m)

37ピンD-SUB用片端コネクタ付きフラットケーブル

: PCA37P-* (1.5m, 3m, 5m)

37ピンD-SUB用片端コネクタ付きシールドケーブル

: PCA37PS-*P (0.5m, 1.5m, 3m, 5m)

910499
長方形
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インターフェイスコネクタ
このボードと外部機器との接続は、ボード上のインター

フェイスコネクタ(CN1)で行います。

・ 使用コネクタ
37ピンD-SUBコネクタ[F(雌)タイプ]

DCLC-J37SAF-20L9 [JAE製]相当品
ロックナット  UNC #4-40 (インチネジ)

・ 適合コネクタ例
17JE-23370-02(D8C) [DDK製、M(雄)タイプ]
FDCD-37P [ヒロセ電機製、M(雄)タイプ]
DC-37P-N [JAE製、M(雄)タイプ]

1
2

19
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21

37

インターフェイスコネクタの信号配置

本インターフェイスボードと外部装置の接続は、ボードに

実装された37ピンのコネクタで行います。
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ON 0/1
O 00
O 01
O 02
O 03
O 04
O 05
O 06
O 07
O 10
O 11
O 12
O 13
O 14
O 15
O 16
O 17

OP 0/1
N.C.
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ON 2/3
O 20
O 21
O 22
O 23
O 24
O 25
O 26
O 27
O 30
O 31
O 32
O 33
O 34
O 35
O 36
O 37
OP 2/3

+0ポート
(出力)

+1ポート
(出力)

+2ポート
(出力)

+3ポート
(出力)

出力+0、+1ポート用
プラスコモン

出力+2、+3ポート用
プラスコモン

出力+2、+3ポート用
マイナスコモン

出力+0、+1ポート用
マイナスコモン

サポートソフトウェア
目的、開発環境に合わせて当社製サポートソフトウェアの

ご使用をおすすめします。

■サンプルソフトウェア(解説書にリスト掲載)

●GW-BASICプログラムによる使用方法例

1)0300H～0303Hポートへ出力するデータをバイト単位で

キーボードから入力した後、それぞれのポートへデータ

を出力します。

■ドライバライブラリ API-PAC(W32) (無償ダウンロード)

当社ハードウェアへのコマンドをWindows標準のWin32API

関数(DLL)形式で提供するライブラリソフトウェアです。

Visual BasicやVisual C/C++などのWin32API関数をサ

ポートしている各種プログラミング言語で、当社ハード

ウェアの特色を活かした高速なアプリケーションソフト

ウェアが作成できます。

また、インストールされた診断プログラムにより、ハード

ウェアの動作確認にも利用することができます。

最新ドライバおよび差分ファイルのダウンロードサービス

(http://www.contec.co.jp/apipac/)も行っています。

詳細は、添付CD-ROM内のHelpまたは当社ホームページを参

照してください。

＜動作環境＞

主な対応OS Windows XP、2000、NT、Me、98など、

主な適応言語 Visual C/C++、Borland C++、

Visual Basic、Delphi、Builderなど、

その他 ライブラリソフトウェアごとに50MBの

空き領域を持つハードディスクが必要

■計測システム開発用ActiveXコンポーネント集

ACX-PAC(W32) (別売)

本製品は、200種類以上の当社計測制御用インターフェイ

スボード(カード)に対応した計測システム開発支援ツール

です。計測用途に特化したソフトウェア部品集で画面表示

(各種グラフ、スライダ 他)、解析・演算(FFT、フィルタ

他)、ファイル操作(データ保存、読み込み)などのActiveX

コンポーネントを満載しています。

アプリケーションプログラムの作成は、ソフトウェア部品

を貼り付けて、関連をスクリプトで記述する開発スタイル

で、効率よく短期間でできます。また、データロガーや波

形解析ツールなどの実例集(アプリケーションプログラム)

が収録されていますので、プログラム作成なしでパソコン

計測がすぐに始められます。

「実例集」は、ソースコード(Visual Basic 他)付きです

ので、お客様によるカスタマイズも可能です。

詳細は、当社ホームページ(http://www.contec.co.jp/

acxpac/)でご確認ください。

外部入出力回路
■出力部

このボードのインターフェイス部の出力回路は、図のとお

りです。信号出力部はフォトカプラ絶縁による電流シンク

タイプ方式になっています。したがって、このボードの出

力を駆動するためには外部電源が必要です。出力電流の定

格は1点当たり最大100mAです。また、このボードの出力ト

ランジスタには、サージ電圧保護回路が付加されていませ

ん。したがって、このボードでリレーやランプなどの誘導

負荷を駆動する場合には、負荷側でサージ電圧対策を行っ

てください。

出力
端子

出力
端子

ボード 外部回路

フォトカプラ1kΩ

フォトカプラ

プラス
コモン

1kΩ
12kΩ

TD62081F

TD62081F
マイナス
コモン

負
荷

負
荷

外部電源
DC12V
 ~24V

12kΩ

Vcc
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I/Oアドレスの設定
先頭I/Oアドレスは、ボード上のディップスイッチ(SW1、

SW2)で設定します。SW1とSW2の各ビットは先頭I/Oアドレ

スの上位14ビット(A15～A2)に対応しており、A1～A0は常

に「0(OFF)」に固定してください。

SW1とSW2の各ビットのON、OFFは先頭I/Oアドレスを2進数

に変換した値を示し、ONが「1」に対応し、OFFが「0」に

対応します。

0 0 0 0
0

0 0 1 1
3

A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8

1 2 3 4 5 6 7 8

O F F

SW1

A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0

0 0 0 0
0

0 0 0 0
0

1 2 3 4 5 6 7 8

O F F

SW2

2進法
16進法

図では先頭I/Oアドレスが0300Hに設定されており、0300H

～0303HのI/Oアドレスがこのボードによって占有されま

す。

I/Oポートのビット割り付け
■出力ポート

内部論理「1」を出力(出力命令を実行)することによっ

て、最終段のトランジスタがON状態になります。また、出

力されたデータはラッチされ、再度出力命令が実行される

までその状態を保持します。

先頭I/O D 7 D 6 D 5 D 4 D 3 D 2 D 1 D 0

アドレス
O07 O06 O05 O04 O03 O02 O01 O00

[9] [8] [7] [6] [5] [4] [3] [2]

O17 O16 O15 O14 O13 O12 O11 O10

[17] [16] [15] [14] [13] [12] [11] [10]

O27 O26 O25 O24 O23 O22 O21 O20

[28] [27] [26] [25] [24] [23] [22] [21]

O37 O36 O35 O34 O33 O32 O31 O30

[36] [35] [34] [33] [32] [31] [30] [29]

表中のOxxは信号名を示し、[　]内はコネクタの端子番号を示します。

+0H

+1H

出力グループ0　(+0ポート)

出力グループ1　(+1ポート)

+2H
出力グループ2　(+2ポート)

+3H
出力グループ3　(+3ポート)

ブロック図

ディップ
スイッチ

データ
ドライバ

コントロール
回路

PO-32L(PC)V

I/Oアドレス
一致回路

アドレスバス
(A15~A0)

IOR
IOW
AEN
RESET

データバス
(D7~D0)

P
C

/A
T

  I
/O

拡
張
バ
ス

外部
デジタル出力
(8点、グループ0)

外部
デジタル出力
(8点、グループ1)

外部
デジタル出力
(8点、グループ2)

外部
デジタル出力
(8点、グループ3)

フォト
カプラ

&
トラン
ジスタ

フォト
カプラ

&
トラン
ジスタ

フォト
カプラ

&
トラン
ジスタ

フォト
カプラ

&
トラン
ジスタ
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製品の価格･仕様･色･デザインは、予告なしに変更することがあります。

使用例

このボードの使用例として、O00出力端子に接続されたLED

を周期的に点灯/消灯させるプログラムを以下に示しま

す。記述言語はMicrosoft Cです。

■設定条件

・I/Oアドレス ：0300H

■接続例

＋

－

O00 (CN1 : 2pin)ボ
ー
ド
側

外部電源
DC12

　～24V

LED

5.1kΩ

プラスコモン (CN1 : 18pin)

マイナスコモン (CN1 : 1pin)

■フローチャート

I/Oアドレス設定

出力データ
ビット設定

データ出力

出力データ
ビット設定

データ出力

スタート

■プログラムリスト
# i n c l u d e < s t d i o . h >

v o i d  w a i t ( v o i d ) / * ウエイト* /
{

i n t  i ;
i n t  r t ;
f o r (  i = 0 ;  i < = 2 0 0 0 ;  i + +  )

rt = inp( 0x2ef );
}

v o i d  m a i n ( v o i d )
{

i n t  p o r t :
i n t  p o d a t a ;

p o r t  =  0 x 3 0 0 ; / * I / O アドレス設定* /
po d a t a  =  0 ;

d o  {

podata = podata & 0xfe; / * 出力データビット設定
* /

out p (  p o r t ,  p o d a t a  ) / * データ出力* /

w a i t ( ) ;

podata = podata | 0x01; / * 出力データビット* /
ou t p (  p o r t ,  p o d a t a  ) ; / * データ出力* /

w a i t ( ) ;

} w h i l e (  ! k b h i t ( )  ) ;
}


